
第
五
十
七
条

（
略
）

（
略
）

第
五
十
七
条

（
略
）

（
略
）

第
三
項
、
第
七
条
第
二

項
（
第
九
条
の
四
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

第
三
項
（
第
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
第
二
項

（
第
九
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
第
九

条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。）

第
三
項
、
第
七
条
第
二

項

第
三
項
（
第
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
条
第
二
項

（
第
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
子
の
世
話
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
子
の
世
話
）

第
二
十
八
条
の
二

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の

疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の

子
の
世
話
は
、
同
項
の
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
子
に
予
防
接
種
又
は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
す

る
。

第
二
十
八
条
の
二

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の

疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
当
該
子
の
世
話
は
、
当
該
子
に
予

防
接
種
又
は
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
）

第
二
十
八
条
の
三

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
停
止

二

保
育
所
等
そ
の
他
の
施
設
又
は
事
業
に
お
け
る
学
校
保
健
安
全
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休
業

に
準
ず
る
事
由
又
は
前
号
に
掲
げ
る
事
由
に
準
ず
る
事
由

（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
二
十
八
条
の
四

法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
入
園
、
卒
園
又
は
入
学
の
式
典
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
式
典
と
す
る
。

（
新
設
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
八
条
の
五

（
略
）

第
二
十
八
条
の
三

（
略
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
単
位
等
）

（
法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
単
位
等
）

第
二
十
八
条
の
六

（
略
）

第
二
十
八
条
の
四

（
略
）

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
は
、
そ
の
使
用
す
る
船
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る

と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
船
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
と
き
は
船
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る

者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
船
員
の
範
囲
に
属
す

る
船
員
に
つ
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
数
を
半
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
主
は
、
そ
の
使
用
す
る
船
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る

と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
船
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
と
き
は
船
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る

者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
で
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
船
員
の
範
囲
に
属
す

る
船
員
に
つ
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
数
を
半
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
単
位
で
子
の
看
護
等
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
船
員
の
範

囲

一

こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
単
位
で
子
の
看
護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
船
員
の
範
囲

二

子
の
看
護
等
休
暇
の
取
得
の
単
位
と
な
る
時
間
数
（
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
に
満
た
な
い
も
の
に
限

る
。）

二

子
の
看
護
休
暇
の
取
得
の
単
位
と
な
る
時
間
数
（
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
に
満
た
な
い
も
の
に
限
る
。）

三

子
の
看
護
等
休
暇
一
日
当
た
り
の
時
間
数
（
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。）

三

子
の
看
護
休
暇
一
日
当
た
り
の
時
間
数
（
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報


		2025-06-27T09:39:14+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



